IIH ] クッキングヒーター 


グ リル カンタンご使用ガイド 


巧しくは r 取!5説巧出を 


ワイド&ビッグ水なしグリルには r 魚巧き調理」と r グルメ調理」がちりまず。 
食材やお好みに合わせてメニュー巧お選びください。 



魚をおいし<巧くための規をかたをご紹なしまず。 


下ごし6えのポイント 


■を凍してある魚はよく解凍ずる 

參魚の内部がをたいとみまで火び通0に<<、規を不足になることびあります。 

■塩焼きにする場合の塩の目まは、 

中く 5い (80 g 〜10 Og ) の魚已尾に巧して、かさじ1程度ふる 

♦塩をふる量びをいと、巧き色が;1くなります。お巧みにより r 巧をかげん J キーで 
調節して < ださい。 

■厚みのある魚は巧に切れ目を入れる 产 

参居みのある魚は、そのまま焼くと中まで义が通りにくく、焼さ不足になることがあ0ます。 

■つけ焼きのたれはよく落とす 
(みそ 滴、 かずまけの厚くついているみそやかすは取り除く） 

♦たれやみそがをくついていると焦げやす < な0まず。 

お好みにより規さかげんキーで調節してください。 



■巧網よりを大きな魚は、 I 焼網にのる大きさに切る 


み 



入グ 
れ U 
るル 
に 


■尾を手前に向ける 

参グリルの手前（ドア側)は尾など薄い部分が筋; f すぎなし、ように 
温度をほくしています。 

■少、量 （1 尾〜吕尾)を I 焼く場含は魚を斜めに置く 

♦ヒーターのおげにより里く位度で巧き色がつきにくい場合があります。 

特に少 ■( I ~2尾)の場合は、斜めに旦くとヒーターのなび均等にあたり、がさをびつさやずくなります。 









O 準備 

•グリルに魚を入れ 
電源を入れる。 


魚焼をの手順 


@ 自動調埋 


♦r メニュー」と 
r 巧きかげん」 
を選んで巧く。 


〇 

© 


差庶•叱 


©手動 調理 
惟加焼を） 

>お好みの焼を色 
になるまで焼く。 



|-K!ra-»T!i!Sl4B!Brg-» ま It - 

I -^:お除- ム —— 


Q メこュ-を選ぶ 

日*, 

9 巧をかげんを選ぶ（おの大ささやお巧みによ0、焼きかばんを遇んでください。 

國 

回 r 切/スタ-りキ—を押ず 


ド トト I 


一^^ 

iH 4 H 


口 ち動調理終了 メ□デイーで按了をお知百せしまず。細ブぐあいを見て取り H 

出してください。終了を、日動的にヒ-夕-のクリ-ニング 国 

び動作しまず。（約已せ間） 

烧まちびラずいとをは、手動調理を選んで追加規ををして < ださい。 

> 手動調理（追加規を） 

□ 卜夕一のクリーニングが動作中のときは、「切/スターりキーを巧す 


防-卜 I 


-丸巧き今晒 m ® 今 

- <—薛除 


つけが今 


S r 手動 J を選ぶ 

17：^^ r 就巧を J キーを押して進びます。 

お历 さ ^ P 「剧」を選ぶと船かげんが階」 

に設定されまず。 

0 r 切/スタ-卜」キ-を巧す 

國 

□ お好みの焼きをになった5、 r 切/スタ-りキ—を巧し、魚を取り出ず 

國 
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Iu®y (ネル操作宮 G バネル操作部の各キーを涅んで謂理の操作をして< ださい。 


♦み巧き♦の身Iひもの♦つけ巧き♦ま動 
•ピザ•グラタン•ホ011^ №1ま Si 


聲麵 pg 筒 






• r 魚焼き」キー(手動調理選択キー） • r 切/スタート J キー 


-表示は説明用に 

全点灯状態で 

» r 焼をかげん」キー 描いています。 


調巧する魚に合わせてメニューと说まかばんを選んでください。 
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基本のお手入れ 


グリルの庫巧や受皿は、使用のたびにお手入れをして < ださい。 

•必ず里源を切り、本体が十分に;ちえたことを確かめてか5巧ってください。 

♦続けて使用するとをは、受皿にたまった油を捨て、巧れをされいに落としてください。 mm 

♦魚などの油びたまったまま使用を続けると発火や故障の原因となります。 

※詳ししぶ手入れのしかたは取扱説明害をご S ください。 


グリルドアの巧りかしかた、取り付けかた 


とってを両手でしっかり持ち、ゆっくり 
止まるまで引出ず 


〇 


受皿巧の油などをこぼさなしなうにを巧してください。 

@ 焼網と受皿をがす 




© とつての下側に手をまねし、グリルドアバネを 
輯< 弓惊下げる 


'レ ドよ \ 




グリルドアバネを巧さえずに無理に外すとグリルドアが 
破損したり、変形することびあります。 



グリルドアを押し倒して 
がさないで < ださし、 
グリルドアが巧損したり 
変おすることびありまず。 


© グリルドアを本体側へ倒ずようにし、 
t 


) ツメをがず イ 

ァ^^ 

レ-ル 


〇 


グリルドアを本体側へ倒ずよラにし、 
下部の角巧部に左白2個のツメを差し込む 


e 誇 

'ドア 入ツ公 


f なが5はめ込む 



カチッと音げしてグ U ルドアび 


@ 受皿と焼網をのせる 



焼網は、ささえ部を手前にして 
のせて < ださい。 

焼網を逆に入れるとヒーターに 
当たってドアげ閉まりません。 

〇 グ U ルド了 I ホを巧の前面に当たるまで 
巧して閉め； 












